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株式会社アドマックス様より、新型コロナウイルス感染症対策の懸垂幕および横断幕（保健センターに設
置）の寄贈をしていただきました(令和2年5月12日撮影：大和高田市役所)

大和高田市職員採用試験案内 ❶～❷　定例市議会 ❸～❺ 
大和高田市まち・ひと・しごと創生会議委員（公募委員）募集／「いきいき会社宣言」男女共同参画推進事業所を募集 ❻
風水害に備えて　他 ❼～❽　まちの話題／徴収猶予の特例制度案内 ❾　水道週間　他 ❿～⓫
BOOKサロン ⓬　いま、市立病院では／健やかな毎日をおくるために ⓭　人権シリーズ／おしえて！生困 ⓮
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大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
案
内

令
和
２
年
度

１．職種および試験区分、採用予定人員、受験資格など

職種および試験区分 採用予
定人員 受　　　験　　　資　　　格

一 般 事 務 職 16人
昭和60年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学
を除く）を卒業した人、または令和3年3月卒業見込みの人

情 報 処 理 技 術 職 6人

昭和50年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校を卒
業し、かつ、独立行政法人情報処理推進機構が実施する「応用情報技
術者試験」を合格した人で、令和2年3月末時点において、情報処理技術
職の職務経験が3年以上ある人

建 築 技 術 職 3人
昭和50年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期大
学、高等学校の建築専門課程を卒業した人（大学、短期大学を令和3年
3月卒業見込みの人を含む）

土 木 技 術 職 5人
昭和50年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期大
学、高等学校の土木専門課程を卒業した人（大学、短期大学を令和3年
3月卒業見込みの人を含む）

電 気 技 術 職 1人
昭和50年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期
大学、高等学校の電気専門課程を卒業した人（大学、短期大学を令和
3年3月卒業見込みの人を含む）

社 会 福 祉 士 3人
昭和50年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士資格を有する人、また
は令和3年3月末日までに取得見込みの人

保　 育　 士 ・
幼 稚 園 教 諭 10人

昭和50年4月2日以降に生まれた人で、保育士資格並びに幼稚園教諭免
許の両方を有する人、または令和3年3月末日までに両方取得見込みの
人

保　　 健　　 師 2人
昭和50年4月2日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人、または令
和3年3月末日までに取得見込みの人

臨 床 心 理 士・
公 認 心 理 師 1人

昭和50年4月2日以降に生まれた人で、公益財団法人日本臨床心理士資
格認定協会が認定する臨床心理士または公認心理師資格を有する人

診 療 情 報 管 理 士 1人 昭和50年4月2日以降に生まれた人で、診療情報管理士資格を有する人

大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会

1広報誌　　　　　　　2020年6月号



２．試験の日時･場所・試験の種類および合格発表
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、日程および内容が変更になる場合があります。

◎
全
て
の
職
種
に
お
い
て
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

が
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

⑴
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
を

終
わ
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑵
大
和
高
田
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分

を
受
け
、そ
の
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

⑶
日
本
国
憲
法
、ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、ま
た
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

⑷
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、在
留
資
格
に

お
い
て
就
職
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い
る
者

〔
人
事
課　

内
線
２
１
４
〕

３
．受
験
手
続

　
受
験
申
込
手
続
は
、〈
郵
送
申
込
の
み
〉と
な
り
ま
す
。

　
※
持
参
不
可

　

１　

申
込
書
の
交
付

　
　
職
員
採
用
試
験
申
込
書
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
み
の
対
応
と
な
り
ま

す
。市
役
所
内
で
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

２　

受
付
期
間
お
よ
び
申
込
書
送
付
先

　

▽�

受
付
期
間　
令
和
2
年
5
月
26
日
㈫
か
ら
令
和
2
年

6
月
9
日
㈫
ま
で（
9
日
必
着
）

　

▽
送
付
先

　
　
〒
６
３
５・８
５
１
１

　
　
大
和
高
田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１

　
　
大
和
高
田
市
役
所　
企
画
政
策
部
人
事
課
内

　
　
「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会
」

　
試
験
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、大
和
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.yam

atotakada.nara.

jp

）で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

区　分 第1次試験 第2次試験 第3次試験

日　時 令和2年7月12日㈰
午前9時30分から 令和2年8月頃予定 令和2年9月頃予定

場　所 大和高田市立高田中学校 第１次試験合格者に通知 第２次試験合格者に通知

試験の
対象と
種　類

◦�全職種
　① 教養試験

◦�建築技術職、土木技術職、電気
技術職、保健師、保育士・幼稚園
教諭

　上記①および専門試験

◦�全職種
　① 集団討論試験
　② 職場適応性検査

◦�保育士・幼稚園教諭
　上記①②および実技試験

◦�全職種
　① 個別面接
　② 小論文

合格
発表

令和2年7月下旬予定
（合否にかかわらず

本人に通知します）

令和2年8月頃予定
（合否にかかわらず

本人に通知します）

令和2年9月頃予定
（合否にかかわらず

本人に通知します）

令和3年　大和高田市役所新庁舎が完成予定です
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令 和 ２ 年 ３ 月

定 例 市 議 会
大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

令
和
２
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
予
算

２
８
３
億
６
，０
０
０
万
円
な
ど
可
決

　

令
和
２
年
３
月
定
例
市
議
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
人
事
案
件
４
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
特
別
会
計

予
算
６
件
、
企
業
会
計
予
算
３
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
案
件
12
件
、

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
案
件
２
件
、
市
道
の
認
定
・
変
更
案
件
２
件
、
意
見

書
２
件
の
計
37
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
６
日
の
市
長
の
施
政
方
針
に
対
し
、
９
日
に
行
わ
れ
た
代
表
質
問
お

よ
び
18
日
・
19
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
一
部
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
副
市
長
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
員
と
し
て
谷
河

照
美
氏
の
選
任
に
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
森 

正
司
氏
・
巽 

正
年
氏
の
推
薦
に
そ

れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

大
和
高
田
市
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
に
つ
い
て

・�

将
来
都
市
像
で
あ
る
『
笑
顔
の

花
咲
く
ま
ち
大
和
高
田
』
の

実
現
に
向
け
た
市
長
の
思
い
に

つ
い
て

創
生
高
田　

西
村
議
員

新
た
に
策
定
し
た
『
大
和

高
田
市
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
』
に
お
い
て
、
今
後
８
年
間

で
め
ざ
す
将
来
都
市
像
を
『
笑

顔
の
花
咲
く
ま
ち
大
和
高
田
～

み
ん
な
で
奏
で
る
幸
せ
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
～
』
と
定
め
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
展
等
、
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
第
４
次
大
和
高
田
市
総

合
計
画
の
策
定
当
時
と
比
べ
大

き
く
変
化
し
、
将
来
的
に
も
変

化
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る

機
会
が
多
く
存
在
す
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切

か
つ
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
土
台
の
上
に
、
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
る
、
み
ん
な
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
、
そ
ん
な
大
和
高

田
市
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

市
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・�

小
さ
な
拠
点
事
業
に
つ
い
て

絆　

仲
本
議
員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

構
築
す
る
た
め
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
さ
ざ
ん
か
ホ
ー

ル
１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
す
べ
て
の
世
代
が
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
集
い
、

世
代
間
交
流
が
で
き
る
拠
点
と

し
て
＂
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
”

を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
地
域
の
方
々
が
持

ち
寄
っ
た
絵
本
を
配
置
し
、
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
や
す
い
、
親

子
で
一
緒
に
過
ご
し
や
す
い
空

間
を
つ
く
っ
た
う
え
で
、
今
後

学
生
と
市
民
の
有
志
、
地
域
住

民
が
集
え
る
居
場
所
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
よ
う
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・�

介
護
予
防
に
つ
い
て

公
明
党　

砂
原
議
員

令
和
２
年
１
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に
お

い
て
、
本
市
が
行
う
介
護
予
防
事

業
の
利
用
状
況
や
社
会
参
加
の
状

況
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

調
査
結
果
で
要
介
護
の
要
因
で

あ
る
生
活
習
慣
病
や
閉
じ
こ
も
り

な
ど
の
実
態
、
生
活
圏
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
生
活
実
態
や
課
題
を

把
握
し
、
効
果
的
な
介
護
予
防
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
分
析
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
分
析
結
果
を
も
と
に
、
令

和
２
年
度
に
策
定
す
る
地
域
福
祉

計
画
や
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
反

映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・�

現
役
世
代
に
対
す
る
医
療
・
保

健
施
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

特
定
健
診
事
業
及
び
脳
ド
ッ
ク

問

問

問

問

答

答 答

答

施政方針
に対する
代表質問
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の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
か
ら
脳
ド
ッ
ク
は

40
歳
か
ら
30
歳
へ
対
象
年
齢
を

拡
大
し
、
自
己
負
担
額
を
９
，

０
０
０
円
か
ら
５
，０
０
０
円
に

引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

20
歳
以
上
、
そ
の
他
の
が
ん
検

診
も
40
歳
以
上
を
対
象
と
し
て

お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
に
加
入
の
方
に
、
乳

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
前
立
腺

が
ん
の
各
検
診
の
自
己
負
担
額

を
、
申
請
に
よ
り
全
額
補
助
す

る
こ
と
で
現
役
世
代
の
健
康
維

持
・
増
進
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

一
住
民
の
言
い
な
り
と
な
っ

た
教
育
委
員
会
の
一
部
幹
部

に
よ
る
行
政
暴
力
、
崩
壊
す
る
学

校
現
場
、
追
い
つ
め
ら
れ
る
教
職

員
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て

・�

市
内
学
校
で
起
き
た
一
連
の
不

当
・
過
剰
要
求
等
に
お
け
る
市

長
お
よ
び
教
育
長
の
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て創生

高
田　

南
議
員

※
市
長
答
弁
：
教
育
現
場

と
し
て
異
常
な
状
態
で
あ

り
、
た
い
へ
ん
遺
憾
で
あ
る
。

市
長
と
し
て
就
任
当
初
よ
り
直

接
的
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

抜
本
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

教
育
長
と
と
も
に
特
定
の
会
か

ら
関
係
職
員
を
脱
退
さ
せ
、
信

用
・
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
べ
く

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

※
教
育
長
答
弁
：
本
市
の
教
育

行
政
の
重
大
な
事
象
と
し
て
聞

き
及
ん
で
い
る
。
本
当
に
極
め

て
遺
憾
な
事
態
で
、
決
し
て
放

置
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
関

係
職
員
の
行
為
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
奉
仕
者
た
る
公
務
員
に

と
っ
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
今
後
二
度
と
起
こ
さ

な
い
よ
う
継
続
的
に
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

創
生
高
田　

植
田
議
員

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
組

み
と
し
て
、
令
和
２
年
１

月
末
よ
り
部
局
長
会
議
及
び
実

務
者
レ
ベ
ル
で
の
協
議
を
重
ね
、

高
田
千
本
桜
の
自
粛
を
は
じ
め
、

市
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
原
則
中
止

ま
た
は
延
期
、
公
立
学
校
等
の

休
校
な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
る
べ
く
周

知
を
お
こ
な
う
な
ど
、
各
部
局

に
お
い
て
必
要
な
対
応
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
３
月
３
日
に
は
、

市
長
を
本
部
長
と
す
る
『
大
和

高
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
』
を
設
置
し
、

消
防
・
医
療
関
係
者
等
か
ら
意

見
を
聞
き
、
管
理
体
制
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
内
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ

と
を
最
優
先
に
、
中
和
保
健
所

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
適
宜
対

応
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て

絆　

戸
谷
議
員

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

基
本
理
念
に
あ
る
よ
う
に
、
子

ど
も
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
経
済
的

な
理
由
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・

社
会
的
に
困
難
を
抱
え
て
い
る

子
ど
も
す
べ
て
を
対
象
に
、
民

生
児
童
委
員
や
各
種
の
地
域
活

動
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
支
援

に
繋
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
は
、『
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
』

策
定
の
た
め
、
子
育
て
支
援
に

か
か
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
貧
困
対
策
に
も
注
力
し
て
い

き
た
い
。

今
後
の
小
学
校
・
中
学
校
に

つ
い
て

・�

小
中
学
校
の
適
正
規
模
お
よ
び

適
正
配
置
等
に
つ
い
て

絆　

森
本
議
員

少
子
化
に
伴
う
学
校
の
小

規
模
化
は
全
国
的
に
進
ん

で
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

今
後
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
学
校
の
小
規
模
化
は
、
個

別
指
導
や
き
め
細
か
な
指
導
が

行
き
渡
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
た

指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒

が
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
認
め

合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
思
考
力
や
表
現
力

な
ど
を
育
む
た
め
に
は
、
一
定

の
集
団
規
模
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
絡
む
こ
と
か
ら
、
学
校

規
模
だ
け
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、

無
理
な
計
画
に
な
ら
な
い
よ
う
、

慎
重
か
つ
丁
寧
に
考
え
て
い
き

た
い
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て

・�

休
校
中
の
子
ど
も
や
教
職
員
の

ケ
ア
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

休
校
中
に
お
け
る
子
ど
も

た
ち
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
を
図
る
た
め
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
や
教
育
委

員
会
の
担
当
事
務
部
局
に
お
い

て
、
そ
の
相
談
内
容
に
応
じ
丁

寧
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
の
ひ

と
つ
で
あ
る
図
書
館
は
、
長
時

間
滞
在
に
よ
る
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
、
図
書
の
貸
し
出

し
お
よ
び
返
却
の
み
に
制
限
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
ま
た
は
事
務

職
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
不
安
か

ら
心
身
に
変
調
を
き
た
し
て
い

る
者
は
い
な
い
が
、
万
一
ケ
ア

が
必
要
と
な
る
者
が
あ
っ
た
場

合
は
、
養
護
教
諭
へ
の
相
談
や

保
健
所
へ
の
相
談
に
よ
り
、
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

一般質問
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令 和 ２ 年 ３ 月

定 例 市 議 会

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
目

的
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

所
議
員

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

柔
軟
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

市
民
が
利
用
で
き
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
４

月
に
は
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
な
ど
、
４
つ

の
サ
ー
ビ
ス
を
併
せ
も
つ
複
合

型
の
事
業
所
が
、
礒
野
南
町
に

１
か
所
開
設
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１
か
所
の
選
定
が

済
ん
で
お
り
、
令
和
２
年
度
中
に

整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

令
和
２
年
度
か
ら
新
た

な
産
業
振
興
施
策
と
し

て
、
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

を
モ
デ
ル
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
産
業
全
般
に
お

い
て
、
起
業
者
な
ど
の
支
援
、

経
営
基
盤
の
強
化
支
援
、
販
路

開
拓
の
推
進
な
ど
、
産
業
力
の

底
上
げ
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
開
設
は
、
広
陵
町
と
の

共
同
で
令
和
３
年
１
月
下
旬
を

め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
設

ま
で
に
商
工
会
議
所
及
び
奈
良

県
農
協
と
連
携
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営

協
議
会
【
仮
称
】
に
お
い
て
、

市
内
中
小
企
業
者
及
び
農
業
者

な
ど
に
現
状
課
題
に
関
す
る
実

態
調
査
を
提
案
し
、
調
査
結
果

を
踏
ま
え
て
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

・�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
推
進
に
つ

い
て

公
明
党　

横
田
議
員

本
市
に
お
け
る
食
品
ロ
ス

の
取
組
み
と
し
て
、
平
成

29
年
10
月
か
ら
『
ご
み
減
量
大

作
戦
』
の
啓
発
活
動
の
な
か
で
、

食
材
の
必
要
分
購
入
、
エ
コ
レ

シ
ピ
の
心
掛
け
な
ど
大
切
な
食

品
を
無
駄
に
捨
て
る
こ
と
の
な

い
よ
う
周
知
を
お
こ
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
生

ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
た
め
、

“
使
い
キ
リ
”・“
食
べ
キ
リ
”・“
水

キ
リ
”
を
実
践
す
る
『
３
キ
リ

運
動
』
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

な
お
、
食
品
ロ
ス
の
抑
制
と

し
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
支
援
・

活
用
に
つ
い
て
は
、
福
祉
的
な

側
面
で
も
有
効
な
取
組
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
福
祉
担
当

部
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も

に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
の

情
報
収
集
や
調
査
を
お
こ
な
い

な
が
ら
、
課
題
な
ど
を
共
有
す

る
こ
と
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

「
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
」（
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
な
ど
）に
つ

い
て

・�

補
助
金
制
度
等
の
創
設
に
つい
て

公
明
党　

砂
原
議
員

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
に

お
け
る
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る

交
通
事
故
が
全
国
的
に
多
発
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
支
給
基

準
を
満
た
す
障
が
い
の
あ
る
方

に
、
電
動
車
い
す
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施

し
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
含
む
移
動
手
段
に

つ
い
て
、
補
助
を
行
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
が
利
用
す
る
に
あ

た
り
、
特
に
安
全
性
の
確
保
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
本
市
と

し
て
は
、
安
全
性
の
向
上
や
社

会
的
受
容
性
の
向
上
な
ど
を
見

極
め
た
う
え
で
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
と
し
て
、
何
が
有
効
な

手
段
で
あ
る
か
を
踏
ま
え
検
討

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

問 答

答

答

答

● 

関
係
省
庁
等
へ

　 

提
出
し
た
意
見
書 

●

・�

請
願
採
択
を
踏
ま
え
「
各
交

通
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
る
」
意
見
書

・�

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
実
効
性
の
あ
る
支
援
と

対
策
を
求
め
る
意
見
書

委 員 会
審査結果

総
務
財
政
委
員
会

　

令
和
元
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

ほ
か
６
議
案　
　
　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

　

令
和
元
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
ほ
か
７
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

環
境
建
設
委
員
会

　

大
和
高
田
市
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
ほ
か
３
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

予
算
特
別
委
員
会

　

令
和
２
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
予
算
ほ
か
10
議
案

　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

次
の
定
例
会
は
、
６
月
12
日
に

開
会
の
予
定
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
開
会
日
が
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
決
ま

り
次
第
、
大
和
高
田
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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大
和
高
田
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
会
議
委
員（
公
募
委
員
）募
集

将
来
の
人
口
展
望
を
も
と
に
、地
方
創
生

に
向
け
て
、目
標
や
方
向
性
を
定
め
た「
大

和
高
田
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」の
効
果
検
証
を
行
う
に
あ
た
り
、市

民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
よ
る
ご
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
会

議
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
２
名

▽
委
員
の
任
期　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

▽
応
募
資
格　

◦�

大
和
高
田
市
在
住
の
平
成
17
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

◦�

大
和
高
田
市
の
職
員
ま
た
は
議
会
議
員

で
な
い
人

◦�

平
日
の
日
中
に
開
催
さ
れ
る
意
見
交
換

会
に
出
席
可
能
な
人（
１
〜
２
回
程
度
、

初
回
は
７
月
頃
予
定
）

▽�

委
員
謝
礼　

報
償
と
し
て
、１
回
に
つ
き

５
，０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す（
交
通
費
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▽
提
出
書
類　

　
⑴�

応
募
用
紙（
企
画
創
生
課
に
設
置
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

※�

応
募
用
紙
を
使
用
し
な
い
場
合
は
、左
記

①
～
⑦
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
名
前　
②
性
別　
③
住
所

　
④
電
話
番
号　
⑤
生
年
月
日　
⑥
職
業

　
⑦�

応
募
の
動
機
や
理
由（
簡
潔
に
記
載
し

て
く
だ
さ
い
）

　
⑵�

作
文（
Ａ
４
用
紙
に
４
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
る
。パ
ソ
コ
ン
打
ち
も
可
）

　
　
テ
ー
マ「
こ
れ
か
ら
の
大
和
高
田
市
に

　
　
　
　
　

 

必
要
な
こ
と
」

▽
応
募
締
切　
６
月
19
日
㈮【
必
着
】

▽�
提
出
方
法　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、企
画
創
生
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
《
宛
先
》〒
６
３
５・８
５
１
１

　
大
和
高
田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１

　
大
和
高
田
市
役
所　
企
画
創
生
課　
宛

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
52・２
８
０
１

　

�

Ｅ
メ
ー
ル：kikaku@

city.yam
atotaka

　

da. nara.jp

▽�

選
考
方
法　

作
文
内
容
等
の
審
査
に
よ

り
決
定
し
ま
す（
必
要
に
応
じ
て
、電
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※�

応
募
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、本
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
厳

守
し
ま
す
。な
お
、応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

▽�

結
果
通
知　
決
定
後
、速
や
か
に
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※�

会
議
の
開
催
時
期
や
方
法
等
に
つ
い
て

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、適

宜
、検
討
し
ま
す
。

〔
企
画
創
生
課　
内
線
２
７
２・
２
７
５
〕

　
女
性
の
能
力
活
用
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
な
ど
、性
別
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
事
業
所
を｢

大
和

高
田
市
い
き
い
き
会
社
宣
言
事
業
所｣

と
し
て
登

録
し
、取
組
内
容
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
き
い
き
会
社
宣
言
事
業
所
」の
中

か
ら
、取
組
内
容
が
優
れ
て
い
る
事
業
所
を
表
彰

し
ま
す
。

▽
応
募
対
象

　
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
の
取
組
を
実
施
す
る
事
業
所（
国・地
方
公
共

団
体・独
立
行
政
法
人
は
除
く
）。規
模
は
問
い

ま
せ
ん
。

①�

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
活
用
や
女
性
の

職
域
拡
大
の
た
め
の
取
組
を
行
って
い
る
。

②�
仕
事
と
家
庭
生
活
、そ
の
他
の
活
動
と
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
の
取
組（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
取
組
）を
行
って
い
る
。

③�

男
女
の
人
権
に
配
慮
し
た
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
行
って
い
る
。

④�

そ
の
他
、男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
働
く
こ
と

が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
行
って
い
る
。

◎
具
体
的
な
取
組
例

・�

女
性
の
採
用
、登
用
お
よ
び
女
性
の
職
域
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・�

採
用
や
昇
給
に
男
女
差
が
な
い
。

・�

男
性
ば
か
り
の
職
場
に
女
性
を
採
用
し
た
。ま

た
は
、そ
の
逆
。

・�

育
児
、介
護
の
た
め
の
休
暇
な
ど
を
取
り
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

・�

託
児
所
を
設
け
て
い
る
。

・�

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
導
入
。

・�

保
育
所・学
校
や
地
域
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加

を
奨
励
し
て
い
る
。

・�

意
識
啓
発
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

研
修
の
実
施　
な
ど
。

▽
応
募
期
間　
６
月
１
日
㈪
～
７
月
31
日
㈮

▽�

応
募
方
法　
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、郵
送（
〒
６
３
５・８
５
１
１　
大
和
高
田

市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１　
大
和
高
田
市
役

所
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
）、Ｅ

メ
ー
ル（gender@

city.yam
atotakada.

nara.jp

）ま
た
は
持
参
で
、人
権
施
策
課
男
女

共
同
参
画
推
進
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
申
請
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、ま
た
は
人
権
施
策
課
に
あ
り
ま

す
。

　
　
〔
人
権
施
策
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

内
線
２
８
７
〕

は
じ
め
ま
せ
ん
か

「
い
き
い
き
会
社
宣
言
」
男
女
共
同
参
画
推
進

事
業
所
を
募
集
し
、
そ
の
活
動
を
応
援
し
ま
す

※
現
在
、登
録
事
業
所
は
15
社
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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　予想しにくい局地的な集中豪雨が全国各地で発生し、被害が出ています。普段の備えや直前の準備が被害の軽減に役立
ちます。テレビやラジオなど、気象情報の情報収集に努め、十分注意した上で災害への備えをもう一度確認しましょう。

◎普段から・・・
・�排水溝のごみや泥を取り除き、水はけを良くしておきましょう。
・�土のうなど水の浸入を防ぐものを準備しておきましょう。
・�停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオと予備の電池の準備をしておきましょう。
・�最低3日間程度の食糧・飲料水などの備蓄をしておきましょう。
◎大雨、台風が近づいたら・・・
・�断水などに備えて、生活用水を風呂場などに確保しておきましょう。
・�浸水の恐れのある場合は、家財道具や生活用品をできるだけ高い安全な場所に移しましょう。

風水害に備えて

番号 施設名 住所 連絡先
洪水

一時避難場所
（指定緊急
避難場所）

一定期間滞在で
きる場所

（指定避難所）
気象警報発令時に開設
1 総合福祉会館（ゆうゆうセンター） 大字池田418-1 ☎23-0789 〇 〇
2 武道館(総合体育館) 幸町11-14 ☎22-8862 〇 〇
3 葛城コミュニティセンター 大字曽大根783-1 ☎23-8001 〇 〇
状況に応じ開設
4 片塩小学校 旭北町2-1 〇 ―
5 菅原小学校 大字根成柿436 〇 ―
6 土庫小学校 土庫3丁目2-61 〇 ―
7 高田小学校 大中東町5-15 〇 ―
8 磐園小学校 大字有井1 〇 ―
9 陵西小学校 大字池田3 〇 〇
10 浮孔小学校 中三倉堂2丁目5-43 〇 ―
11 浮孔西小学校 曽大根1丁目5-1 〇 ―
12 片塩中学校 中三倉堂2丁目9-28 〇 ―
13 高田中学校 大中東町5-48 〇 ―
14 高田西中学校 大字池田330 〇 〇
15 市立高田商業高等学校 材木町8-3 〇 ―
16 文化会館(さざんかホール) 本郷町6-36 〇 〇
17 勤労青少年ホーム 大字野口20-1 〇 〇
18 総合公園プール 大字西坊城414 〇 ―

◎�洪水時の避難施設一覧(18か所) 

※�「菅原公民館」「県立高田高等学校」は、浸水想定区域の見直しにより今年度より洪水時の避難施設として利用できな
くなりました。
※�「洪水」とは、河川の増水により氾濫し陸地へ浸水することをいい、水路や側溝、下水道から河川へ排出できずに
逆流し浸水する「内水氾濫」とは異なります。

　本市の対策として、大雨、洪水、暴風などの警報が発表されれば、まず自主避難する人のために、昼夜を問わず、
上記「洪水時の避難施設一覧」番号1～ 3の3か所を開設し、職員を配置します。その後の状況により、その他の避
難施設も開設します。自主避難の段階では、食料・飲料水・毛布などの貸出しは行っておりません。必要な人は各自
で持参してください。警報発表後、実際の開設状況は、市ホームページなどにより確認してください。新型コロナ
ウイルスなどの感染症対策のため、避難施設に来られる際は、マスクの着用をお願いします。また避難施設内では、
手洗い・アルコール消毒・換気などに協力してください。

　詳しくは、先月(５月号)に配布しました「洪水・地震ハザードマップ」を見てください。市役所2階の危機管理課や
市内公共施設(市民交流センター・葛城コミュニティセンター・総合公園など)でも配布しています。また、市ホーム
ページからもダウンロードできます。
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☎22-1101(平日 午前8時30分～午後5時15分および警報発令時)　☎22-1110(左記以外の時間帯)危機管理課

「土のう」配置場所(6月1日現在)
大和高田市役所 大字大中100-1 市立磐園保育所 大字有井108-2 市場青少年会館 大字市場405-3
塙青少年会館 日之出町11-41 曽大根公民館 曽大根2丁目10-1 大和ガス株式会社 旭南町8-36
曙町青少年会館 曙町1-33

「土のう」が必要な人は、危機管理課(内線226・241)へ連絡してください。

「避難行動」とは？　～「水平避難」と「垂直避難」～
　「避難行動」は、数分から数時間後に起こるかもしれない災害から「命を守るための行動」です。避難勧告などが発
令されたときの避難行動については、学校の体育館などへ避難することが一般的でしたが、災害対策基本法が改正
され、次の全ての行動が避難行動として定義づけられました。
1.�（自宅などから移動しての）安全な場所への移動（公園、親戚や友人の家など）
2.� 近隣の高い建物などへの移動
3.� 建物内の安全な場所への移動
　つまり、現在いる危険な場所から立ち退いて、安全な場所に移動する「水平避難」だけでなく、屋内の２階以上の安全
を確保できる高さに移動する「垂直避難」も避難行動になるということです。避難の基本は「水平避難」ですが、「水平避
難」が危ない状況（夜間、道路冠水しているときなど）では「垂直避難」を行うなど、その時の状況によりどちらの避難行
動をとるか選択してください。
◎�大雨による水害対策用として、下記の場所に「土のう」を配置しています。

■�

都
市
計
画
区
域
の
変
更
原
案
の

閲
覧
と
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い

て大
和
高
田
市
ご
み
中
継
施
設
整
備
に
伴
い
、都

市
計
画
区
域
の
変
更
原
案
の
閲
覧
お
よ
び
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。た
だ
し
、公
述
の
申
出
が
な

い
場
合
、公
聴
会
は
中
止
に
な
り
ま
す
。中
止
の

場
合
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
と
き　
７
月
12
日
㈰　
午
後
２
時
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ

ザ
）４
階
多
目
的
室

▽�

内
容　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お
け
る

ご
み
中
継
施
設
の
整
備
に
伴
う
都
市
計
画
区

域
の
変
更

▽
閲
覧
期
間　
６
月
17
日
㈬
～
30
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で（
土・日・祝
日
除
く
）

▽
閲
覧
場
所　
環
境
建
設
部　
都
市
計
画
課

▽�

公
述
申
出
書
の
提
出　

公
聴
会
で
意
見
を
述

べ
る
こ
と
を
希
望
す
る
人（
市
民・利
害
関
係
人

に
限
る
）は
、住
所・名
前・年
齢・職
業・電
話
番

号・意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
記

入
し
、６
月
30
日
㈫
ま
で
に
都
市
計
画
課
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
○
提
出
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
環
境
建
設
部　
都
市
計
画
課

　
　
〒
６
３
５・８
５
１
１

　
　
（
大
和
高
田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１
）

　
　
☎︎
22・１
１
０
１（
内
線
６
８
６
）

　
○
変
更
案
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
環
境
建
設
部

　
　
企
画
整
備
課（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
52・１
６
０
０

〔
都
市
計
画
課　
内
線
６
８
６
〕

　
〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
４
〕

手し
ゅ

話わ

を

　 

　 

覚お
ぼ

え
ま
し
ょ
う

♪
初
め
て
会
っ
た
人
と
の
あ
い
さ
つ
は
、

ど
の
よ
う
に
す
る
の
で
し
ょ
う
か
♪

手
話
は
、
手
の
形
だ
け
で
な
く
、
手
の
位
置
、
動
き
の
方

向
や
動
き
の
大
き
さ
、
顔
の
表
情
で
意
味
を
表
し
ま
す
。

〈
は
じ
め
ま
し
て
〉
＝
①
初
め
て
＋
②
会
う

① 

初
め
て

　

左
ひ
だ
り

手て

の
甲こ
う

の
あ
た
り
で
、
右み
ぎ

手て

の
手て

の
ひ
ら
を
下し
た

に
向む

け
た
状
じ
ょ
う

態た
い

か
ら
、
は

ね
上あ

げ
る
と
同ど
う

時じ

に
人ひ
と

差さ

し
指ゆ
び

を
の
ば

す
（
他ほ
か
の
指ゆ
び
は
握に
ぎ
る
）。

② 

会
う

　

向む

か
い
合あ

わ
せ
に
し
た
人ひ
と

差さ

し
指ゆ
び

を

両り
ょ
う
脇わ
き
か
ら
近ち
か
づ
け
る
。

〈
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
〉
＝
①
よ
い
＋
②
お
願
い

① 

よ
い

　

右み
ぎ

手て

の
握に
ぎ

り
こ
ぶ
し
を
鼻は
な

の
前ま
え

で
構か
ま

え
ま
っ
す
ぐ
前ま
え
に
突つ

き
出だ

す
。

② 

お
願
い

　

右み
ぎ

手て

を
顔か
お

の
前ま
え

に
立た

て
、
そ
の
ま
ま

前ま
え
に
突つ

き
出だ

す
。
同ど
う
時じ

に
頭あ
た
まも
下さ

げ
る
。

✚
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４
月
21
日
㈫
、
親
海
建
設
株
式
会
社
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
対
す
る
寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
寄
附
額
は
１
０
０
万
円
で
、
代
表
取

締
役
の
山
敏
治
さ
ん
は
、「
本
市
児
童
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、マ
ス
ク
の
購
入
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

　

５
月
８
日
㈮
、
畑
中
産
業
株
式
会
社

か
ら
本
市
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
携
帯
用
除
菌
剤

（
約
１
，０
０
０
個
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
取
締
役
の
西
川
毅
さ
ん
は
、「
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

　
公
売
の
日
程

　
▽
と
き　
6
月
24
日
㈬

　
　
◦
公
売
保
証
金
の
納
付　
午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分

　
　
◦
入
札
時
間　
午
前
10
時
40
分
～
午
前
11
時

　
　
◦
開
札
時
間　
午
前
11
時

　
▽
物
件　
土
地
・
建
物　
大
和
高
田
市
田
井
新
町
３
１
９
番
１　
他

　
▽
と
こ
ろ　
大
和
高
田
市
役
所　
4
階
会
議
室

　
※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。〔

収
納
対
策
室　
内
線
２
５
２
〕

「
児
童
の
た
め
に
マ
ス
ク
購
入
へ
の
寄
附
」

「
子
ど
も
た
ち
へ
携
帯
用
除
菌
剤
の
寄
贈
」

「
不
動
産
公
売
」の
実
施

山 敏治さん(左)と
堀内市長(右)

西川毅さん(左)と
堀内市長(右)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
納
税
が
困
難
な

人
へ（
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
）

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、令
和
２
年
４
月

30
日
よ
り
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
業
な
ど
に
係
る
収
入
に
相
当

の
減
少
が
あ
っ
た
人
は
、１
年
間
、市
税
な
ど

の
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。担
保
の
提
供
は
不
要
で
す
。延

滞
金
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、電
話
に
よ
る
ご
相
談
を（
納
め
る

べ
き
税
金
が
免
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

〇
対
象
と
な
る
人

　

�

次
の
１
．２
．の
い
ず
れ
も
満
た
す
納
税
者・

特
別
徴
収
義
務
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
１
．�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、令
和
２
年
２
月
以
降
の
任
意

の
期
間（
１
か
月
以
上
）に
お
い
て
、事

業
等
に
係
る
収
入
が
前
年
同
期
に
比

べ
て
概
ね
20%

以
上
減
少
し
て
い
る
こ

と
。

　
２
．�一
時
に
納
付・納
入
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
。

〇
対
象
と
な
る
市
税
な
ど

　

�

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
同
３
年
１
月
31

日
ま
で
に
納
期
限
が
到
来
す
る
個
人
市

民
税・県
民
税
、法
人
市
民
税
、固
定
資
産

税
、国
民
健
康
保
険
税
な
ど
全
て
の
市
税

〇
猶
予
期
間

　

�

各
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
年
の
範
囲
内

〇
申
請
の
手
続

　
▽
申
請
の
期
限（
当
日
消
印
有
効
）

　
　

�

令
和
２
年
６
月
30
日
、ま
た
は
、納
期
限

（
納
期
限
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
延
長

後
の
期
限
）の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で

　
▽�

提
出
す
る
書
類（
提
出
書
類
に
不
備・不

足
が
あ
る
と
審
査
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　
　
◦
特
例
猶
予
申
請
書

　
　
◦�

収
入
の
減
少
な
ど
の
事
実
が
あ
る
こ

と
を
証
す
る
書
類（
例
：
売
上
帳
、給

与
明
細
、預
金
通
帳
な
ど
）

　
　
◦�一
時
的
に
納
付
、納
入
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類（
例
：

預
金
通
帳
、現
金
出
納
簿
な
ど
）

　
▽
提
出
の
方
法

　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
防

止
の
観
点
か
ら
、郵
送
に
よ
る
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
▽
猶
予
の
許
可
ま
た
は
不
許
可

　
　

�
提
出
さ
れ
た
書
類
の
内
容
を
審
査
し
た

後
、担
当
課
か
ら
猶
予
の
許
可
ま
た
は

不
許
可
を
通
知
し
ま
す
。審
査
に
１
か

月
程
度
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。〔

収
納
対
策
室　
内
線
２
３
５
〕
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男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
〜
29
日

『
そ
っ
か
。
良
い
人
生
は
、

い
い
時
間
の
使
い
方
な
ん
だ
。』

『�

ワ
ク
ワ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』

（�

令
和
２
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
最
優
秀
作
品
【
内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局
】）

　

国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
施
行
日
（
平
成
11
年
６
月
23
日
）
に
あ

わ
せ
て
、
こ
の
期
間
を
男
女
共
同
参
画
週

間
と
し
て
い
ま
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

　「
パ
ネ
ル
展
」
開
催

▽
展
示
期
間　
６
月
16
日
㈫
～
30
日
㈫

▽
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
・
大
和
高
田
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
取
組
を
進
め

ま
す
。

※�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
展
示
期
間
を
変
更
ま
た
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　〔
人
権
施
策
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係　

内
線
２
８
７
〕

危
険
物
災
害
を
な
く
そ
う

危
険
物
安
全
週
間

6
月
7
日
〜
13
日

推
進
標
語

「
訓
練
で
　
確
か
な
信
頼
　
積
み
重
ね
」

　

危
険
物
安
全
週
間
は
平
成
２
年
消
防
庁

に
よ
り
制
定
さ
れ
、
危
険
物
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
や
啓
発
を
推
進
し
、
各
事
業
所

で
の
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
目
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
危

険
物
施
設
は
減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
事
故
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
火
災
や

漏
え
い
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
所
で
は
、
従
業
員
の
保
安
教
育
な

ど
や
事
故
防
止
の
徹
底
、
自
主
保
安
体
制

の
構
築
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般

家
庭
で
は
、
天
ぷ
ら
油
や
灯
油
な
ど
の
取

扱
い
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25
・
０
１
１
９
〕

『
危
険
物
』 

と
は
？

　

�　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を

持
っ
た
物
品
を
い
い
ま
す
。

１
．
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

２
．
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

３
．
消
火
の
困
難
性
が
高
い

※�

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
・
油
性
塗
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
全
国

一
斉
に
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
水
道
に
つ
い
て
、
少
し
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
水
道
の
な
い
生
活
を
想
像
で

き
ま
す
か
。
水
道
の
な
い
昔
、
人
々
は

生
活
の
た
め
に
水
を
川
か
ら
直
接
く
ん
だ

り
、
井
戸
を
掘
っ
て
く
み
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
水
場
が
遠
い
と
こ
ろ
で
は
、

水
を
運
ぶ
の
も
重
労
働
な
の
で
、
木
な
ど

を
削
っ
て
樋と
い

を
作
り
、
水
を
引
い
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
外
部
の
汚
れ
た
水
が

入
っ
た
り
し
て
、
衛
生
的
な
水
を
確
保
す

る
の
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
外
国
か
ら
技
術
者
を
招
い

て
、
衛
生
的
な
飲
料
水
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
現
在
の
水
道
の
原
点
と
い
え
る
施
設

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
蛇
口
か
ら

流
れ
て
く
る
水
を
飲
用
し
、
洗
濯
や
お
風

呂
、
ト
イ
レ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
用
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
な
ど

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
質
の
良
い
水
を

届
け
る
た
め
に
は
、
取
水
、
浄
化
、
送
水

な
ど
と
い
っ
た
多
く
の
過
程
を
経
て
い
ま

す
。

　
大
和
高
田
市
の
水
道
水
は
、吉
野
川（
紀

の
川
）
を
水
源
と
す
る
御
所
浄
水
場
か
ら

安
全
で
お
い
し
い
水
を
１
０
０
％
受
水
し

た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
、
51
項
目
に
わ
た

る
水
質
検
査
な
ど
を
経
て
、
各
家
庭
に
届

け
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
昭
和
11
年
の

給
水
開
始
以
来
、
６
度
に
わ
た
る
拡
張
事

業
を
行
い
、
現
在
、
普
及
率
が
１
０
０
％

と
市
内
全
域
に
達
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
、

大
切
な
水
道
施
設
や
技
術
を
将
来
に
引
き

継
ぎ
、
緊
急
時
に
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
の
機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
水
道
の

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
る

だ
け
で
、
安
心
で
安
全
な
水
を
飲
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
、
気

温
の
高
い
日
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
行
い
、
水
道
水
を
も
っ
と
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
水
道
総
務
課　
☎
52
・
１
３
６
５
〕

「
飲
み
水
を
　
未
来
に
つ
な
ご
う

　
ぼ
く
た
ち
で
」

6
月
１
日
〜
７
日

水
道
週
間
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蜂
の
駆
除

　
初
夏
は
蜂
が
活
動
す
る
時
期
で
、
家
の
軒

下
や
屋
根
裏
に
、
夏
過
ぎ
か
ら
巣
を
作
り
始

め
ま
す
。
蜂
の
駆
除
は
、
巣
が
大
き
く
な
る

前
に
、
駆
除
業
者
（
市
で
は
駆
除
で
き
ま
せ

ん
）
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
市
販

の
蜂
用
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
蜂
の

種
類
に
よ
っ
て
効
き
目
が
異
な
る
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に

刺
さ
れ
る
と
死
亡
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
巣
に
は
近
寄
ら
ず
、
す
ぐ
に
業
者
に
駆

除
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
駆
除
業
者
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、県
の
業
者
団
体
で
あ
る
、

奈
良
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
（
☎

０
７
４
２
・
23
・
７
３
１
２
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
２
〕

6
月
は
環
境
月
間
で
す

　

６
月
５
日
の
「
環
境
の
日
」
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
身
近
な
こ
と
か
ら

活
動
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

◦�

ご
み
分
別
を
徹
底
し
、
ご
み
の
量
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
必
ず
行
い
、
ま

た
、
定
期
点
検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦�

天
ぷ
ら
油
の
廃
油
は
台
所
に
流
さ
ず
、

み
で
は
な
く
、「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
ご
み
の
捨
て
方
』
に
沿
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
家
族
だ
け
で
な
く 

、
皆
さ

ん
が
出
し
た
ご
み
を
扱
う
市
町
村
の
職
員

や
廃
棄
物
処
理
業
者
の
人
に
と
っ
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
対
策
と
し
て

有
効
で
す
。

〔
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
企
画
整
備
課　

☎
52
・
１
６
０
０
〕

巡
回
回
収
の
時
ま
た
は
、
市
役
所
に
持
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◦�

川
や
道
路
に
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を

や
め
ま
し
ょ
う
。

◦�

犬
の
散
歩
の
時
は
ふ
ん
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う
。

◦�

水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の
む
だ
使
い
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

◦�

自
動
車
の
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
河
川
の
水
質
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
２
〕

ご
家
庭
で
の
マ
ス
ク
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ご
み
の

捨
て
方
に
つ
い
て

　

家
族
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
感
染
症
に
感
染
し
た
人
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
（
以
下
、
感
染
者
等
）
が
い

る
場
合
、
鼻
水
な
ど
が
付
着
し
た
マ
ス
ク

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ご
み
を
捨
て
る
際

は
、
以
下
の
『
ご
み
の
捨
て
方
』
に
沿
っ

て
、「
ご
み
に
触
れ
な
い
」「
ご
み
袋
は
し
っ

か
り
し
ば
っ
て
封
を
す
る
」、
そ
し
て
「
ご

み
を
捨
て
た
後
は
手
を
洗
う
」
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
感
染
者
等
の
使
用
し
た
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
や
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
」
な
ど
に
つ
い
て
も
、
感
染
拡

大
防
止
を
最
優
先
と
す
る
た
め
、
資
源
ご

▽
会
員
数　
３
人

▽�

活
動
概
要　
市
内
の
小
学
校
や
学
童
保
育

所
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
や
朗
読
会
を
し
て

い
ま
す
。一
方
的
な
読
み
聞
か
せ
だ
け
で
な

く
、み
ん
な
で
声
を
出
す
ゲ
ー
ム
性
の
あ
る

群
読
も
取
り
入
れ
、毎
回
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

▽�

団
体
理
念　

聞
く
人
も
読
む
人
も
、さ
ま

ざ
ま
な
お
話
を
通
し
て「
楽
し
く
」。

▽
連
絡
先

　
上
田　
☎
０
９
０・
８
１
２
０・
９
５
９
４

　

�　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ

ザ
）に
登
録
し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次

紹
介
し
ま
す（
順
不
同
）。

　

�　

一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、ま
た

は
興
味
の
あ
る
人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・３
２
１
０
〕

朗
読
サ
ー
ク
ル
　
ゆ
づ
る
は
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一般書

電子図書館 新着コンテンツ

新着図書のご案内

６月のおはなし会

電子図書館のご案内

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「6月のおはなし会」「きらら」「えほんのじかん」は開催を中止します。
ご了承ください。

電子図書館には、下記のような「健康・医療」「暮らし」「料理本」「うごく絵
本」など、9,000件以上のコンテンツを所蔵しています。

聖武天皇　帝王としての自覚と苦悩 寺崎 保広／著 山川出版社
被災したあなたを助けるお金とくらしの話 岡本 正／著 弘文堂
しくじらない飲み方 斉藤 章佳／著 集英社
野菜はくすり 村田 裕子／監修 オレンジページ
作ってあげたい子どものおやつ 桑原 奈津子／著 KADOKAWA

児童書
しつもん！ドラえもん　教えて！国際社会編 藤子・F・不二雄／キャラクター原作 小学館
イチからつくるえんぴつ 杉谷 龍一／編 農山漁村文化協会
タヌキのきょうしつ 山下 明生／文 あかね書房
おひめさまになったワニ ローラ・エイミー・シュリッツ／文 福音館書店
とりあえずありがとう 五味 太郎／絵 絵本館

後悔しない子育て 信田 さよ子／著 講談社

免疫力アップの健康みそ汁 石原 新菜／監修 扶桑社

イチバン親切な魚料理の教科書 川上 文代／著 新星出版社

かみさまのおはなし 藤田 ミツ／原作 講談社

むずむず！むずかしい！動物山盛り
まちがいさがし shimizu ／著 扶桑社

資料名 著者など 出版者
血液型でわかるかかりやすい病気と対策 久住 英二／監修 扶桑社 
逆引き病気事典 　 マガジンハウス 
かんたんもち麦ダイエットレシピ 松生 恒夫／監修 扶桑社 
こうじ甘酒体に効くレシピ 大竹 真一郎／監修 扶桑社 
図解血管を強くするジュース & レシピ 池谷 敏郎／著 新星出版社 

「くりかえし」の家事を楽しむ小さな工夫 田中 千恵／著  KADOKAWA 
ほんとうに必要なものしか持たない暮らし yukiko ／著 KADOKAWA
50 歳からのおカネ 　 東洋経済新報社 
木工手道具の基礎と実践 大工道具研究会／編 誠文堂新光社
時間とお金にゆとりができる「小さな家」 尾崎 友吏子／著 誠文堂新光社 
エッセで人気の「つくりおきできる絶品サラダとお惣菜＋マリネ」を一冊にまとめました 　 扶桑社 
エッセで人気の「みんなが喜ぶ！ホットプレートの傑作レシピ」を一冊にまとめました 　 扶桑社 
365 日の献立おかず 浜内 千波／著  日本文芸社 
ラクうまごはんのコツ 瀬尾 幸子／著 新星出版社 
レンジでかんたん ! 塩レモンレシピ 阪下 千恵／著  新星出版社 
アリとキリギリス   ‐ 英語版 ‐ 　 ユニダックス 
ごろりん ごろん ころろろろ 柿本 幸造／絵 モーニング 
サバイとピリィふたりのたんじょうび はぎの ちなつ／絵 モーニング
ちびくろ・さんぼ フランク・ドビアス／絵 モーニング 
つきよのくじら 沢田 としき／絵 モーニング 

これら以外にもたくさんのコンテンツがあります。また、郷土資料として「広報誌やまとたかだ」、「図書館を使った調べる学習
コンクール受賞作品」等が所蔵されており、これらはログイン無しで閲覧できます。〔市立図書館　☎52-3424〕

健
康
・
医
療

暮
ら
し

料
理
本

う
ご
く
絵
本
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
お
う
ち
で
フ
レ
イ
ル
予
防
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
た
め
外
出
の
自
粛
が
続
い
て
い

ま
す
が
、家
に
閉
じ
こ
も
り
体
を

動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、健
康
へ

の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。特

に
高
齢
者
で
は「
動
か
な
い
こ
と

（
生
活
不
活
発
）」に
よ
り「
フ
レ
イ

ル（
虚
弱
）」と
い
う
状
態
に
な
り
、

心
身
や
脳
の
機
能
が
低
下
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。じ
っ
と
座
っ

て
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
と
、

筋
力・
体
力
が
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
し
、思
考
力
も
低
下
し
ま
す
。そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、外
出
自

粛
中
も
頭
と
体
を
動
か
す
工
夫
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑴
朝
は
い
つ
も
同
じ
時
間
に
起
き

ま
し
ょ
う
。起
き
た
ら
窓
を
開
け

て
深
呼
吸
。

⑵
お
天
気
の
よ
い
日
は（
曇
り
の

日
も
）20
～
30
分
は
庭
や
外
に
出

て
太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
な
り
ま

す
。た
だ
し
、散
歩
す
る
と
き
は
人

混
み
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

⑶
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
時

間
は
立
っ
て
足
踏
み
を
す
る
な
ど

し
て
、座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

⑷
ラ
ジ
オ
体
操
や
テ
レ
ビ
体
操
は

短
時
間
で
全
身
の
運
動
に
な
り
筋

力
の
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。

⑸
食
事
が
不
規
則
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。甘
い
パ
ン

や
お
菓
子
を
食
事
代
わ
り
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。バ
ラ

ン
ス
よ
く
３
食
食
べ
ま
し
ょ
う
。

特
に
体
や
筋
肉
を
作
る
の
に
大
切

な
栄
養
素
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
を

し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑹
家
族
や
友
達
と
会
え
な
い
と
き

は
、電
話
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

⑺
日
記
を
書
い
て
み
る
、絵
手
紙

を
描
く
、俳
句
や
川
柳
を
詠
ん
で

み
る
な
ど
、頭
と
手
を
動
か
し
て

み
ま
し
ょ
う
。じ
っ
く
り
読
書
を

楽
し
む
の
も
い
い
し
、趣
味
の
延

長
と
し
て
資
格
試
験
の
勉
強
な
ど

を
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

〔
天
満
診
療
所  

☎
52・５
３
５
７
〕

大
和
高
田
市
立
病
院
の
将

来
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
つ
い
て

現
在
、
少
子
高
齢
化
に
加
え
て
、

地
方
都
市
を
中
心
に
、
急
速
な
人

口
減
少
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
大

和
高
田
市
で
は
、
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
７
年
の
総
人
口
７
３
，

８
０
６
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

に
転
じ
、
令
和
22
年
の
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

推
計
で
は
、
４
１
，
６
７
３
人
ま

で
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
急
激
に

医
療
情
勢
が
変
化
す
る
な
か
、
当

院
で
は
、
本
年
度
、
将
来
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
当

院
の
建
て
替
え
を
含
め
た
将
来
像

を
検
討
す
る
方
針
で
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
の
病
院
理
念
で
あ
る
、

「
大
和
高
田
市
立
病
院
は
、
市
民

か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
ま
す
。
中
和
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
の
要

望
に
的
確
に
応
え
る
医
療
を
行
う

と
と
も
に
、
保
健
医
療
福
祉
の
連

携
に
努
め
ま
す
。」
を
達
成
す
る

べ
く
、
本
年
度
か
ら
、「
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
働
き
や
す
い
病
院

を
目
指
し
続
け
る
」
と
い
う
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
予
期
せ
ぬ
事
態
と
し
て
、

本
年
初
め
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、

世
界
中
の
医
療
機
関
で
通
常
診
療

の
継
続
が
困
難
な
状
況
と
な
る
な

か
、
当
院
に
お
い
て
も
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
お
り
、当
然
な
が
ら
、

当
院
の
将
来
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
進
捗
に
も
大
き
く
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
理
念
を
実
現
し
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

長
期
に
わ
た
っ
て
、
中
和
地
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
将

来
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
お
い

て
も
、
将
来
の
人
口
動
態
や
医
療

情
勢
を
分
析
し
た
う
え
で
、
当
院

の
強
み
で
あ
る
、
が
ん
診
療
、
各

診
療
科
に
よ
る
手
術
治
療
、
分
娩

を
含
め
た
周
産
期
医
療
、
透
析

治
療
な
ど
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、

し
っ
か
り
と
方
向
性
を
定
め
て
い

く
考
え
で
す
。

私
た
ち
大
和
高
田
市
立
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
一
同
は
、
地
域
の
基
幹

の
自
治
体
病
院
と
し
て
、
中
和
医

療
圏
の
地
域
医
療
構
想
の
確
立
に

向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

大
和
高
田
市
立
病
院

病
院
長　
岡
村
隆
仁

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕
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３
つ
の
「
密
」
を
避
け
な
が
ら
、

体
力
維
持
と
気
分
転
換
を
兼
ね
て
、

今
回
は
人
権
と
散
歩
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
は
、
認
知
症
の
人
の
行
動
に
つ

い
て
「
徘は
い

徊か
い

」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
何
の
疑
問
も
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３

年
前
に
出
会
っ
た
あ
る
人
は
「
散
歩

し
て
い
る
」
と
あ
え
て
言
い
換
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
方
の
尊そ
ん

厳げ
ん
を
守
る
一
歩
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

す
て
き
な
言
い
回
し
に
感
心
し
な

が
ら
も
、
同
時
に
そ
の
こ
と
は
「
自

分
が
無
意
識
に
も
つ
偏
見
は
他
に
も

あ
る
か
も
？
」
と
い
う
気
づ
き
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
人
権
？
難

し
い
で
す
わ
。」
と
い
う
意
見
は
、
や

は
り
人
が
集
ま
る
と
一
定
数
あ
り
ま

す
。「
差
別
は
ダ
メ
だ
」
と
ば
か
り
繰

り
返
し
教
え
ら
れ
が
ち
な
人
権
教
育

に
暗
さ
や
重
荷
を
感
じ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
自
分

に
は
関
係
な
い
ど
こ
か
遠
く
の
他
人

事
と
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ

い
ろ
感
じ
、
自
分
な
り
に
考
え
、
時

に
迷
い
も
楽
し
み
な
が
ら
、
意
外
な

発
見
も
す
る
、
散
歩
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
（
姿
勢
・
立
場
）
が
重
苦
し
さ

や
壁
を
取
り
除
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

206

ふ
ら
っ
と
人
権
散
歩
し
ま
せ
ん
か
？

　

今こ
ん
か
い回

は
新し
ん
が
た型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
え
い
き
ょ
う

響
に
よ
っ
て
就
し
ゅ
う
ろ
う労

収し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
が
減へ

り
、
生せ
い
か
つ活が

苦く
る

し
く

な
っ
て
相そ
う
だ
ん談に

来き

た
Ｓ
さ
ん
の

お
話は
な
しで

す
。
Ｓ
さ
ん
は
遠え
ん
ぽ
う方に

両り
ょ
う
し
ん

親
、
兄
き
ょ
う
だ
い

弟
を
残の
こ

し
て
単た
ん
し
ん身で

職し
ょ
く
ぎ
ょ
う業

訓く
ん
れ
ん練

学が
っ
こ
う校に

通か
よ

い
な
が

ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
２
件け
ん

掛か

け

持も

ち
し
て
生せ
い
か
つ活

し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
新し
ん
が
た型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
え
い
き
ょ
う

響
で
ア
ル
バ

イ
ト
先さ
き

が
店み
せ

を
閉し

め
て
し
ま

い
、
就
し
ゅ
う
ろ
う労

収し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
が
無な

く
な
り
ま

し
た
。
唯ゆ
い
い
つ一の

収
し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
は
、
両
り
ょ
う
し
ん親

か
ら
の
少す
こ

し
の
経け
い
ざ
い済

援え
ん
じ
ょ助だ

け

と
い
う
状
じ
ょ
う
き
ょ
う

況
で
し
た
。
そ
こ

で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
し
ょ
う
か
い

介
で
、

職し
ょ
く
ぎ
ょ
う業

訓く
ん
れ
ん練

学が
っ
こ
う校に

通か
よ

っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
職
し
ょ
く
ぎ
ょ
う業

訓く
ん
れ
ん練

給き
ゅ
う
ふ付

金き
んを

申し
ん
せ
い請す

る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
受
じ
ゅ
き
ゅ
う

給
が
決け
っ
て
い定す

れ
ば
、
今い
ま

ま
で
の
就
し
ゅ
う
ろ
う労

収し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
と
同お
な

じ
く
ら

い
の
金き
ん
が
く額を
受
じ
ゅ
き
ゅ
う
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
受
じ
ゅ
き
ゅ
う給
開か
い
し始
ま
で
の
期き
か
ん間
の

生せ
い
か
つ
ひ

活
費
と
し
て
、
社し
ゃ
か
い会

福ふ
く
し
き
ょ
う

祉
協

議ぎ
か
い会

で
貸か
し
つ
け付の

申し
ん
せ
い請を

行お
こ
ない

ま
し

た
。
今こ
ん
ご後

は
職
し
ょ
く
ぎ
ょ
う業

訓く
ん
れ
ん練

学が
っ
こ
う校

を

無ぶ
じ事

に
終お

え
て
、
就
し
ゅ
う
し
ょ
く
さ
き

職
先
を
見み

つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
就
し
ゅ
う
し
ょ
く職

支し
え
ん援

事じ
ぎ
ょ
う業を

利り
よ
う用

し
て
も
ら
い
、

Ｓ
さ
ん
が
最さ
い
て
き適な

仕し
ご
と事

に
就つ

け
る

よ
う
に
支し
え
ん援

し
て
い
き
た
い
と
考
か
ん
が

え
て
い
ま
す
。

　
両
り
ょ
う
し
ん

親
の
助た
す

け
に
な
り
た
い
と
い

う
夢ゆ
め

を
描え
が

い
て
、
単た
ん
し
ん身

で
職
し
ょ
く
ぎ
ょ
う業

訓く
ん
れ
ん練に

励は
げ

み
、
生せ
い
か
つ活を

維い
じ持

で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ｓ
さ
ん

を
、
私わ
た
した

ち
は
こ
れ
か
ら
も
伴ば
ん
そ
う走

支し
え
ん援

し
て
い
き
ま
す
。

　

今こ
ん
ご後

も
私わ
た
した

ち
は
相そ
う
だ
ん
し
ゃ

談
者
の

生せ
い
か
つ活が

少す
こ

し
で
も
改か
い
ぜ
ん善で

き
る
よ

う
に
、
寄よ

り
添そ

っ
て
支し
え
ん援

し
た
い

と
思お
も

っ
て
い
ま
す
。

　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

、
家か
ぞ
く族

の
こ
と
、

地ち
い
き域

で
気き

に
な
る
人ひ
と

や
子こ

ど
も
の

こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は

一い
ち
ど度
お
話は
な
しを
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い

ね
。

参
考

　
人
権
３
法
と
は
…

◦
障
害
者
差
別
解
消
法

◦
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

◦
部
落
差
別
解
消
推
進
法

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
す
る
人
権
配

慮
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
て
、
感
染
し
た
人
や
医
療

従
事
者
な
ど
の
家
族
等
関
係
者
、

海
外
か
ら
の
帰
国
者
な
ど
に
対
し

て
、
誤
解
・
偏
見
や
誹
謗
中
傷
な

ど
が
発
生
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
か
ら
の
情
報
だ

け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
か
ら
の
書

き
込
み
が
で
き
る
中
、
不
確
か
な

情
報
、
誤
っ
た
情
報
な
ど
に
惑
わ

さ
れ
ず
に
、
正
し
い
情
報
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇�

不
当
な
差
別
等
の
様
々
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
ま

す
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
◦
０
０
３
◦
１
１
０

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）
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